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第１節 　学校教育の充実

　現況と課題　

　町内には、小学校5校と中学校1校があり、1,267名（平成22年5月1日現在）
の児童生徒が通学していますが、少子化により児童生徒数は減少傾向にありま
す。
　心身障害児や学習障害

※
児などの教育支援として、特別支援学級

※
や通級指導教

室
※
等の設置や教員補助者の小学校への配置を行い、不登校など指導を要する生
徒に対しては、スクールカウンセラー

※
の配置など教育相談の充実を図っていま

す。
　学校施設は、計画的に耐震補強を進めていますが、校舎等の耐用年数や児童
数の減少などを考慮し、学校統合等も検討していく必要があります。
　また、町内の小・中学校の学校給食は、センター方式により完全給食を実施
しています。今後、効率的な給食センターの運営方法や食の安全確保と食育指
導の充実が求められています。

　施策の体系

※学習障害
　全般的な知的発達に
遅れはないが、字を
書く・読む、話す・
聞く、計算すること
などのどれかの習
得、使用に目立った
障害があること。

※特別支援学級
　軽度の障害のある児
童・生徒を教育する
ために、小学校や中
学校に設置される学
級。

※通級指導教室
　言語障害や難聴、情
緒障害、弱視、肢体
不自由、病弱などが
あり、通常の学級で
の学習に概ね参加で
き、一部特別な指導
を必要とする程度の
児童生徒を対象に指
導する特別な場。

※スクールカウンセラー
　いじめや不登校、さ
まざまな悩みの相談
に応じ、助言をする
など心のケアを行う
ために学校に配置さ
れる専門家。

学校教育の充実 1　幼児教育の充実 

2　確かな学力の定着 

3　豊かな心と健やかな体の育成 

4　教育環境の整備 

5　学校給食センターの効率的な運営
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　　主な施策

　1　幼児教育の充実
　子どもの豊かな感性を育み、基本的な
生活習慣が定着するよう、地域や自然と
のふれあいなどを大切にした、就学前教
育の充実に努めます。

　2　確かな学力の定着
（1）児童生徒一人ひとりを大切にする
　教育を組織的・計画的に進め、激変す
　る社会を力強く生きていくことができ
　るよう、生きる力を育む教育を推進し
　ます。 
（2）児童生徒一人ひとりが主体的・意欲的に学習や教育活動に取り組んで
　いくことができるよう、基礎的・基本的事項や思考力・判断力・表現力等、
　確かな学力を育成する教育を推進します。 
（3）教職員の資質能力の向上については、開かれた授業研究会を推進する
　とともに、PDCAサイクル

※
による授業改善を図りながら、保護者や児童

　生徒、外部等の授業評価を取り入れた授業改善を推進します。 
（4）小中連携や幼保小中連携、中高連携等による連続的・一貫的な学習指
　導や生徒指導等を推進します。

　3　豊かな心と健やかな体の育成
　豊かな心と健やかな体を育成するため、学校、家庭、地域が連携し、人権、
道徳、健康教育及び食育の推進を図ります。また、いじめや不登校を未然
に防止するため、児童生徒の心の教育や相談体制の充実を行います。さらに、
支援が必要な児童生徒に対しては、幼稚園や保育園、家庭との連携により、
一人ひとりに応じた指導の充実を行い、就学前から義務教育への途切れの
ない支援に努めます。

　4　教育環境の整備
（1）学校耐震化等に対する対応を計画的に進めるとともに、児童生徒が安
　全・安心で快適に学習できる教育環境の整備を図ります。
（2）小学校の学校規模適正化については、1学年が50人から60人程度の
　2学級の編成を可能にする学校再編をめざします。 
（3）平成22年度より完全な複式学級

※
を有する学校（極小規模校

※
）となった

　麻里府小学校の今後のあり方については、保護者・地域等との協議を進
　めていきます。

※PDCAサイクル
　事業活動における生
産管理や品質管理な
どの管理業務を円滑
に進める手法の一つ。

　「Plan（計画）」「 Do
（実行）」「 Check（評
価）」「 Act（改善）」
の4段階を繰り返し、
業務を継続的に改善
すること。

※複式学級
　二つ以上の異なる学
年の児童・生徒を1
つの学級に編制した
もの。

※極小規模校
　2個学年を合わせて
16人以下の複式学級
で構成される3学級
以下の学校。
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　5　学校給食センターの効率的な運営
　学校給食センターでは、安全・安心な学校給食を提供するために、地元農
産物の高い利用度を維持しながら、栄養教諭による食育指導の充実に努めま
す。
　効率的な学校給食センターの運営について民間委託の導入、または直営の
継続について、関係者とも協議し、今後の方向性を決定します。

第2節 　社会教育施策の充実

　現況と課題　

　本町では、「ひとり一学習、一趣味、一スポーツ、一奉仕」「花いっぱい運
動」「あいさつ運動」等を展開し、生きがいを感じることのできるまちづくり
に努めています。
　また、子どもたちが、安心して健やかに活動することのできる居場所づくり
を推進するとともに、未来の田布施町を担う子どもたちが、夢をもってはつら
つと勉強や運動に取り組むことができるよう青少年健全育成町民会議が中心と
なって「心豊かなたくましい田布施っ子の育成」に取り組んでいます。
　しかし、近年、核家族化の進行や近所づきあいの希薄化が危惧されており、
地域の絆を深める活動や地域への愛着や連帯感を醸成するための取り組みが必
要となっています。 また、地域住民が集い、生涯学習の拠点となる社会教育施
設は、災害時の避難場所としての役割も兼ねており、今後、耐震化等の整備を
図っていく必要があります。
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　施策の体系

　主な施策

　1　生涯学習の推進
（1）全ての町民が夢や目標を持ち、生きがいを感じることができるよう、
　町民の多様なニーズに応じた学習機会の提供に努めます。
（2）効果的な広報活動（ホームページ・広報・情報紙等の活用）を行うと
　ともに、多様な学習ニーズに応じることのできるよう相談体制を整備し
　ます。 
（3）生きがい教室や3世代交流事業等、高齢者の優れた能力を社会に生か
　していく施策を推進します。 
（4）町民の生涯学習に対する様々なニーズに対応する活動拠点として、公
　民館、図書館などの社会教育施設の充実に努めます。

　2　社会教育活動の充実
（1）家庭教育
　　①幼児期から基本的な生活習慣の育成を図るため、研修会（幼児期・
　　　思春期の子育て講座等）や啓発活動（家庭充実の日）を実施します。 
　　②家族のふれあいやたぶせキッズ教室等、親子が共同体験できる機会
　　　の充実に努めます。 
　　③家庭教育を支援する活動の場や情報提供に努めます。 
（2）青少年教育 
　　①安心・安全な子どもの活動拠点づくりや子どもと地域の交流の場づ
　　　くりを進めるため、学習・スポーツ・文化芸術活動等（放課後子ど
　　　も教室推進事業など）多様な教育活動を行います。 
　　②青少年健全育成町民会議を中心として、学校、PTA、子ども会育成
　　　連絡協議会等、関係機関と連携し、たくましい田布施っ子育成運動
　　　の展開を図ります。 
　　③青少年の資質・能力を養う観点に立ち、様々な体験活動（宿泊研修・
　　　スポーツ大会等）の推進等、ニーズに応じた事業の展開と青少年活
　　　動のための指導者の養成・確保に努めます。 
　　④青少年を取り巻く有害環境への対応や健全育成に資するコミュニテ
　　　ィ活動（街頭指導・パトロール・見守り隊等）の充実に努めます。 
　　⑤円滑な人間関係を保ちつつ、相互協力による明るいまちづくりを進

社会教育施策の充実 1　生涯学習の推進 

2　社会教育活動の充実 

3　社会教育施設の整備
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※総合型地域スポーツ
クラブ

　子どもからお年寄り
まで幅広い世代の
人々が、各自の興味・
目的、競技レベルに
合わせて、さまざま
なスポーツに触れる
機会を提供する地域
密着型のスポーツク
ラブ。

　　　めるために、「あいさつ運動」を推進します。
（3）成人教育
　　①公民館活動の充実を図り、自治会活動（ふれあいクリーン作戦・ス
　　　ポーツ大会等）や地域の行事等への積極的な参加を推進します。 
　　②各種研修会や講座等の充実に努めるとともに、リーダー

※
となる人材

　　　の発掘や育成に努めます。地域全体で学校を支援していくための人
　　　材育成や関係組織の充実に努めます。 
（4）人権教育 
　　①「町民一人ひとりの人権が尊重された心豊かな地域社会」の実現に
　　　向け、思いやりやふれあいを大切にした地域活動や学習機会（推進
　　　大会・学習講座等）の充実を図ります。 
　　②関係団体間の連携によるきめ細かな社会教育活動（地域懇談会等）
　　　を推進します。 
　　③町広報での啓発や人権作文の募集等、啓発活動の充実に努めます。

　3　社会教育施設の整備
（1）公民館等の社会教育施設については、高齢者や障害者にも使いやすい
　施設にするため、バリアフリー化を推進します。
（2）社会教育施設は、災害時の避難場所となる事等を考慮し、耐震性の低
　い施設については計画的な耐震補強等に努め、安心・安全な施設をめざ
　します。

第3節 　スポーツ・レクリエーションの振興

　現況と課題　

　本町では、体育協会加盟団体、スポーツ少年団、総合型地域スポーツクラブ
※

の他にも多くのグループや個人によるスポーツ活動が活発に行われており、女
性や高齢者等の参加意欲も旺盛です。
　主要な行事として、「田布施川さくら健康マラソン大会」、「たぶせスポー
ツまつり」、「町内一周駅伝競走大会」等を催し、町民がスポーツに親しむこ
とのできる環境づくりに努めるとともに、「総合型」のスポーツクラブを導入
し、幼児から高齢者まで多様なスポーツに取り組めるように努めています。
　主な体育施設として、田布施町スポーツセンター（体育館、プール、弓道
場、グラウンド、テニスコート、相撲場）を有していますが、平成20年度から
指定管理者制度

※
を導入し、効率的な運営とサービスの向上に努めています。ま

た、学校体育施設も一般町民に開放されており、日々の練習や各種大会、地区
のレクリエーション行事等に有効に活用されています。スポーツ施設について

※リーダー
　指導者。統率者。

※指定管理者制度
　P45参照
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は老朽化が進んでおり、大規模な改修が必要となっています。
　今後、田布施町のスポーツをより充実させていくためには、スポーツ人口の
拡充や指導者の育成並びに社会体育指導者の育成・確保に努めていく必要があ
ります。また、平成8年にオープンした離島交流施設「のんびらんど・うまし
ま
※
」（平成18年度から指定管理者制度

※
を導入）は、利用者が夏期に集中してお

り、季節に左右されない運営が課題となっています。

　施策の体系

　主な施策

　1　生涯スポーツ活動の推進
（1）ひとり一スポーツを合言葉に、スポーツを通じて健康・体力の維持増
　進を図るとともに、地域のふれあい、家族でのふれあいの場となるレク
　リエーションスポーツの普及振興に努めます。
（2）「田布施川さくら健康マラソン大会」、「たぶせスポーツまつり」、「町内
　一周駅伝競走大会」等の恒例イベント

※
の発展充実を目指し、より多くの

　町民が参加できるように努めます。 
（3）スポーツ関係部署と保健センターとが密接に連携し、スポーツ活動と
　保健指導や健康相談等の保健サービスとを適切に組み合わせ、町民の健
　康づくりの推進に努めます。

　2　スポーツ推進体制の強化
（1）指導者の研修等を通して、資質の向上と指導体制の整備を図ります。 
（2）スポーツ団体相互の連携・協力体制の強化及び組織の充実を図ります。 
（3）学校体育と地域スポーツの連携を図ります。

　3　スポーツ施設の整備・充実
（1）老朽化が進んだ体育館等、スポーツ施設の改修を年次的に行い、整備
　充実に努めます。
（2）学校体育施設の開放促進及び積極的な活用を図ります。

　4　野外レクリエーション施設の整備・充実
（1）ふるさと詩情公園にウォーキング

※
コース等を整備し、町民の憩いと交

※ウォーキング
　歩くこと。歩行。健
康維持・体力増強の
ための歩行運動。

スポーツ・レクリエーションの振興 1　生涯スポーツ活動の推進 

2　スポーツ推進体制の強化 

3　スポーツ施設の整備・充実 

4　野外レクリエーション施設の整備・充実

※のんびらんど・うま
しま

　コミュニティ・アイラ
ンド推進事業により
整備し、平成8年6月
にオープンした馬島
のキャンプ場。管理
棟、テントサイト、ロ
グキャビン7棟、炊飯
棟、トイレ・シャワー
棟、遊歩道、展望台
等を有した施設。

※指定管理者制度
　P45参照

※イベント
　P58参照
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　流の場とします。 
（2）町内のウォーキングコース図を作成し、町内外のウォーキング同好者が
　自然や文化に触れながらスポーツに親しむことができるよう努めます。 
（3）離島交流施設「のんびらんど・うましま」については指定管理者制度

※
で

　施設管理を行ない、利用促進に努めるとともに、瀬戸内海国立公園の一角
　をなす馬島の優れた自然との調和を図ります。

第4節 　豊かな文化の継承と創造

　現況と課題　

　本町では、町民誰もが文化に触れ合い、親しむことができる環境づくりを進
めるとともに、地域の伝統や文化の継承・発展に取り組んでいます。
　公民館を中心に教養や趣味など97講座を開設し、地域の文化活動に取り組ん
でいますが、参加者の固定化・高齢化が進み、活動を発展させていくために、
幅広い年齢層からの参加が得られるよう工夫する必要があります。
　図書館には、約7万6千冊の蔵書を揃えており、子どもの読書活動を推進する
「田布施町子ども読書活動推進計画」を策定し、読書活動の普及に取り組んで
います。
　郷土館には、町内で出土した文化財や岸信介・佐藤榮作兄弟宰相、俳人江良
碧松、文豪国木田独歩など郷土輩出の賢人の資料を展示、紹介しています。今
後、賢人の業績を風化させないよう顕彰のあり方を考える必要があります。

※指定管理者制度
　P45参照
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　施策の体系

　主な施策

　1　文化活動の振興
（1）文化団体・グループ・サークル

※
等の自主的活動や組織化を進め、その

　育成と団体相互の交流を促進します。 
（2）文化協会及び各種の芸術文化団体に活動の場を提供するとともに、活
　動に対する人的、物的な支援に努めます。 
（3）ホームページ、広報紙等を通じ、本町の歴史、文化、行事等の特色を
　紹介します。 
（4）田布施町歌の普及に努め、広く町民が親しむことができるよう努めます。 
（5）人材バンク

※
を作成し、指導者の発掘とその育成、活用に努めます。

　2　文化行事の開催・充実
（1）文化展、公民館まつりや図書館まつりを中心とした展示会・発表会等
　をより充実し、多様な芸術文化に親しむ機会を拡充します。 
（2）郷土館において企画展を開催し、岸信介・佐藤榮作の兄弟宰相、俳人
　の江良碧松等、郷土輩出賢人の業績を紹介するとともに顕彰事業を推進
　します。

　3　文化財の保護活動、伝統文化の保存・継承
（1）指定文化財の適切な保存管理を行うとともに、広報紙、ホームページ
　等で広く紹介に努めます。 
（2）本町の古墳群等からの出土品や民俗資料、郷土資料等の整理・保存・
　活用に努めます。 
（3）地域の伝統文化、民俗文化等に係る芸能や民話、行事等の保存・調査・
　伝承に努めます。

　4　文化施設の整備
（1） 戦後の日本の政治、経済をリード

※
し、今日の繁栄の基盤をつくりあげ

　た功労者である岸信介、佐藤榮作兄弟宰相の業績を風化させないために
　も、両氏及びゆかりの人々の遺品等を展示・保管する記念館（仮称）の

豊かな文化の継承と創造 1　文化活動の振興

2　文化行事の開催・充実

3　文化財の保護活動、伝統文化の保存・継承 

4　文化施設の整備

5　図書館の充実

※サークル
　関心や趣味を同じく
する人の集まり。

※人材バンク
　資格・特技・知識・
経験などを持つ町民
が登録 し、指導者
を探している町内で
活動している団体や
グループ・サークル
などへ紹介するシス
テム。

※リード
　相手を導くこと。先
頭に立って集団を導
くこと。指揮・統率
すること。
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　建設を検討します。
（2）田布施町の貴重な文化財を展示・保存するため、郷土館の整備につい
　て検討します。 
（3）従来から要望があった文化センターの建設についても、引き続き公共
　施設の複合化も含め、検討します。

　5　図書館の充実
（1）読書が人格の錬磨、教養の増進に大きな成果を上げることを認識し、　
　図書館が情報拠点・学習拠点として、住民の要求に応じたサービスが提
　供できるよう良書の確保、資料の収集・整理に努めます。 
（2）ホームページを十分活用し、より利用しやすい図書館運営に努め、利
　用の促進を図ります。 
（3）田布施町子ども読書活動推進計画に基づき、幼稚園・保育園・学校と
　の連携を強化し、子どもたちが図書に親しみ、読書の習慣が身につくよ
　う読書普及活動を推進します。
（4）「図書館まつり」「読書感想文コンクール」「ブックスタート

※
」「移動図書館」

　等を企画し、読書啓発活動の拡充を図ります。 
（5）高齢者や障害者に配慮した施設の改善、図書館周辺の環境緑化に努め
　ます。 
（6）行政資料の閲覧が可能な情報公開コーナー

※
の充実に努めます。

※ブックスタート
　絵本の読み聞かせ活
動。絵本を手渡し、
赤ちゃんと保護者が
絵本を通して楽しい
ひとときが持たれる
ことを応援する活
動。

※コーナー
　売り場・催し物会場
などに設けた一区
画。

ハゼの実ロウの体験

第 6 章

計画の推進に向けて


